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3 小林秀雄「心理小説」『小林秀雄全集 第一巻（新訂）』新潮社，1978年，p.118, 122123
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31 位田将司，前掲書第 2 章「『日輪』の構想力と「神話」の構造―「形式主義」を予告する―」参照。
今や「テクネー＝機械」とはあらゆる存在を「部品」として「創造」する根拠，すなわち
「配備＝集立


















































































































本稿の引用は全て以下に拠った。横光利一『定本 横光利一全集』（全十六巻・別巻 1・補巻 1，河出書房新
社，19811999），三木清『三木清全集』（全二十巻，岩波書店，19661968）。
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